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持続可能性を目指した国際的合意

（IGES, 2020）
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持続可能な未来を導く決定的な10年（The Decisive Decade）
2030年、2050年に目指すべき持続可能な世界
コロナ禍からのグリーン・リカバリーを目指す
気候、生物多様性と他の地球的課題の統合的な解決

2030アジェンダ・
SDGs

パリ協定
（UNFCCC）

ポスト2020 
生物多様性枠組
（CBD）

温室効果ガス
ネットゼロ

+
生物多様性
２割ネット

ゲイン

2020-2030年 2050年

UNFCCC-COP26
野心度の向上

CBD-COP15
（モントリオール）

2030年までに
ノーネットロス

“行動の10年”



「モーメンタムの拡大」セッション
でのモデレーター（二日目）

科学技術イノベーション
セッションでの発表（初日）

全体会合での
セッション報告
（三日目）
DESAの高田実さんが
全体議論をとりまとめ

地域循環共生圏、SDGsインター
リンケージツール分析、
ソサイエティ5.0等について発表

多様なステークホルダー、
科学-政策-ステークホルダーの
つながり、コベネフィット等
について議論

仙台防災枠組み・生物多様性条約
との協働について指摘
次回会合開催を提言

第１回シナジー会合
2019年4月
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議論の焦点

１．サイエンス
２．エビデンス
３．ソリューション



6

地域循環共生圏の概念図
環境・経済・社会の統合的向上、人口減少・高齢化への統合的対応、地域の活性化、地方創生

地域の諸問題の統合的解決を目指す地域循環共生圏

安全・安心な地域づくり（自然を生かした適応・防災・減災）

人的資本と
交流<農林>

自然資本
<都市>
人工資本

自然共生地域づくり

リデュース、リユース、リサイクル
資源循環地域づくり

スマートグリッド
再生可能エネルギー、省エネルギー

脱炭素地域づくり

人の交流、情報の交流、技術の交流
世界とつながる地域づくり

(IGES, 2019)
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都市

農山漁村 生態系サービスの提供
 食品、水、木材
 再生可能エネルギー
 水質浄化、自然災害の抑制

資金と人的資源の提供
 地区保全活動への参加
 地方産品の消費
 社会経済システムを通じた支援
 地域ファンドへの投資

 自立的で分散化した共同体
 地方の生産と消費
 再生可能エネルギーの利用

 自立的で分散化した共同体
 地域の生産と消費
 再生可能エネルギーの利用

SDGsのローカル化としての地域循環共生圏

 政策の立案計画における、気候
政策を含む多分野協力

 資金と人的資源の好循環の促進

分散化を基調としつつも、つながりのある地域社会の創生



The CES-Asia Consortium was established on 14th October, 2021
Goal: Mainstreaming  CES 
concept  to address sustainability 
challenges through integrated 
actions in city regions of Asia

Ten (10) consortium members have signed the Partnership Agreement

Footprint of CES-Asia Consortium
Bangladesh I Bhutan I India I  Indonesia I Japan I Nepal I Philippines I Thailand I Vietnam
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